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東
日
本
大
震
災
の
ぼ
う
大

な
災
害
ガ
レ
キ
は
、
い
ま
も

山
積
み
状
態
で
、
岩
手
県
、

宮
城
県
の
被
災
地
の
復
興
の

大
き
な
障
害
で
す
。

　
被
災
地
だ
け
で
処
理
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
す
。
政
府

が
被
災
地
で
の
処
理
能
力
を

強
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
被
災
県
以
外
の
協
力
を

得
て
「
広
域
処
理
」
を
す
す

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
す
す

ん
で
い
な
い
最
大
の
障
害

は
、
最
大
の
障
害
は
、
政
府
が

放
射
性
物
質
へ
の
対
策
を
真

剣
に
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

 

尼
崎
市
が
検
討
を
開
始

　
尼
崎
市
は
４
月
９
日
、
東

日
本
大
震
災
で
の
ガ
レ
キ
の

広
域
処
理
を
「
受
け
入
れ
る

か
ど
う
か
の
検
討
を
始
め

る
」
と
表
明
。
４
月
12
日
に

日
本
共
産
党
市
議
団
が
、
市

長
に
申
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
◇

　
ガ
レ
キ
の
「
広
域
処
理
」
に

あ
た
っ
て
は
、
焼
却
や
埋
め

立
て
に
よ
る
汚
染
の
拡
大
へ

の
懸
念
や
不
安
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
懸
念
や
不

安
に
き
ち
ん
と
こ
た
え
、
住

東日本大震災東日本大震災ガレキ処理受け入れ検討はガレキ処理受け入れ検討は

震
災
ガ
レ
キ
の
検
討
に
む
け
て

市
長
に
申
入
れ

民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
立

場
で
、
基
準
と
対
策
の
見
直

し
を
抜
本
的
に
お
こ
な
い
、

住
民
の
納
得
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
【
要
望
項
目
】

　
１
．
検
討
の
各
段
階
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を

公
表
す
る
こ
と
。

　
２
．
大
阪
湾
広
域
臨
海
環

境
整
備
セ
ン
タ
ー
に
他
府
県

市
町
村
か
ら
の
焼
却
灰
が
、

通
過
、
中
間
貯
蔵
さ
れ
る
危

険
が
あ
り
、
大
阪
湾
セ
ン

タ
ー
に
た
い
し
、
尼
崎
市
の

検
討
結
果
を
無
視
し
た
処

置
・
決
定
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
に
申
し
入
れ
る
こ
と
。

　
３
．
災
害
廃
棄
物
処
理
を

受
け
入
れ
る
場
合
は
、
必
要

な
財
源
を
国
に
求
め
る
こ

と
。

　
４
．
住
民
合
意
で
す
す
め

る
立
場
を
貫
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
以
　
上
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政
府
は
、
ガ
レ
キ
の
う

ち
、
特
別
に
管
理
が
必
要
な

指
定
廃
棄
物
は
、
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
と
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
の
濃
度
の
合
計
で
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
０
０

０
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も
の

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
焼
却
後
に
８
０

０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
な
ら
、

「
埋
め
立
て
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
原
発
事
故
前

は
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超

え
る
と
低
レ
ベ
ル
放
射
線

汚
染
物
質
と
し
て
管
理
処
理

し
て
い
ま
し
た
。
処
理
と

い
っ
て
も
、
実
際
に
は
ド
ラ

ム
缶
に
詰
め
て
山
済
み
に

な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
い
き
な
り
80

倍
に
引
き

上
げ
、
「
８
０
０
０
ベ
ク
レ

ル
ま
で
は
、
普
通
に
埋
め
立

て
て
も
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ

て
も
不
安
で
す
。
政
府
の
試

算
で
も
廃
棄
物
の
処
理
に
携

わ
る
作
業
者
に
年
間
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
近
い
被
ば
く
を

容
認
す
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
関
西
広
域
連
合

が
、
独
自
に
２
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
と
い
う
基
準
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
２
０

０
０
な
ら
安
全
な
の
か
？
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
尼
崎
市
は
通
常
基
準
の

　
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
で

　
検
討

　
尼
崎
市
は
、
原
発
事
故
前

の
通
常
の
基
準
で
あ
る
１
０

０
ベ
ク
レ
ル
を
基
準
に
検
討

す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
搬
入
時
も

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
ガ

レ
キ
を
受
け
入
れ
、
焼
却
処

理
の
途
中
で
も
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
で
焼
却
し
、
最
終

焼
却
灰
（
搬
出
）
も
１
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
１
０

０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
な
い
よ

う
に
対
応
し
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

●国の基準●国の基準

　８０００ベクレル　８０００ベクレル // ㎏㎏

●関西広域連合の基準●関西広域連合の基準

　２０００ベクレル　２０００ベクレル // ㎏㎏

●尼崎市が考えている基準●尼崎市が考えている基準

　　１００ベクレル　　１００ベクレル // ㎏㎏

　●原発事故前の国基準　●原発事故前の国基準

　　　１００ベクレル　　　１００ベクレル//㎏㎏

指定廃棄物の基準指定廃棄物の基準

　
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
で

　
受
け
入
れ
可
能
量
は

　
１
０
０
０
ト
ン

　
尼
崎
市
は
、
本
来
は
１
万

ト
ン
の
受
け
入
れ
能
力
が
あ

り
、
佐
用
町
の
水
害
時
も
１

万
ト
ン
の
ガ
レ
キ
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
セ
シ
ウ
ム
濃
度

は
焼
却
す
る
と
高
濃
度
に
な

る
の
で
、
焼
却
時
に
一
般
廃

棄
物
と
混
ぜ
て
、
焼
却
時
の

濃
度
を
下
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
廃
棄
物
全

体
の
４
％
ぐ
ら
い
し
か
災
害

ガ
レ
キ
を
混
入
で
き
ま
せ

ん
。

　
尼
崎
の
第
１
工
場
の
焼
却

能
力
は
年
間
３
万
ト
ン
な
の

で
、
４
％
だ
と
１
２
０
０
ト

ン
で
あ
り
、
余
裕
を
見
て
１

０
０
０
ト
ン
ぐ
ら
い
が
受
け

入
れ
可
能
な
量
に
な
る
計
算

で
す
。

東日本大震災での災害がれき東日本大震災での災害がれき

岩手県岩手県  約約　４７６　４７６万トン万トン (11 (11 年分）年分）

宮城県宮城県  約約１５６９１５６９万トン万トン（（1919 年分）年分）
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一般ゴミに一般ゴミに

４％だけガレキ混入４％だけガレキ混入

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）

尼崎市の受け入れ検討の進め方尼崎市の受け入れ検討の進め方

　　①受入基準①受入基準・・マニュアルの検討マニュアルの検討――――(( 国や関西広域連合等の受入基準をもとに市国や関西広域連合等の受入基準をもとに市

　　　　　　　　　　　　　　　　　の受け入れ基準や管理マニュアルについて　　　　　　　　　　　　　　　　　の受け入れ基準や管理マニュアルについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　の検討を行う。）　　　　　　　　　　　　　　　　　の検討を行う。）

　　②試験前周辺環境等測定②試験前周辺環境等測定――――――――――(( 焼却灰、焼却灰、排水、排水、周辺環境等の放射線濃度等周辺環境等の放射線濃度等

　　　　　　　　　　　　　　　　　の測定を行う）　　　　　　　　　　　　　　　　　の測定を行う）

　　③市民説明会③市民説明会(1 )( 1 )――――――――――――――――((受入可否検討の進め方や試験焼却の方法、　受入可否検討の進め方や試験焼却の方法、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　安全性や測定方法についての説明）　　　　　　　　　　　　　　　　　安全性や測定方法についての説明）

　　④現地調査④現地調査――――――――――――――――――――――(( 排出側である被災地での現地調査を行う）排出側である被災地での現地調査を行う）

　　⑤試験焼却⑤試験焼却――――――――――――――――――――（市の焼却施設での試験焼却及び環境測定）（市の焼却施設での試験焼却及び環境測定）

　　⑦市民説明会⑦市民説明会( 2 )( 2 ) ――――――――――――――（試験焼却での環境測定結果の説明）（試験焼却での環境測定結果の説明）

　　⑧受け入れの可否判断⑧受け入れの可否判断――――――――――（説明会等での市民の意見、（説明会等での市民の意見、現地調査、現地調査、試験試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　焼却結果などを総合的に検討し受入の可否　　　　　　　　　　　　　　　　　焼却結果などを総合的に検討し受入の可否

　　　　　　　　　　　　　　　　　を判断）　　　　　　　　　　　　　　　　　を判断）

　　⑨市民説明会⑨市民説明会( 3 )( 3 ) ――――――――――――――（可否判断結果について説明会を開催する）（可否判断結果について説明会を開催する）

尼崎市の考え方尼崎市の考え方

焼却場焼却場

焼却灰焼却灰

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）

飛灰飛灰

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）

フィルターフィルター

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）

被災地から被災地から

搬入ガレキ搬入ガレキ

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）

搬出搬出

最終処分場へ最終処分場へ

（（100Bq/100Bq/ ㎏以下）㎏以下）
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尼
崎
で
焼
却
し
た
灰
は
、

平
左
衛
門
町
の
大
阪
湾
広
域

臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

（
通
称
・
大
阪
湾
セ
ン
タ
ー
）

の
積
み
出
し
基
地
か
ら
船
に

載
せ
て
、
大
阪
と
神
戸
沖
の

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
埋
立
地
に
運

び
ま
す
。
東
海
岸
町
は
す
で

に
埋
め
立
て
が
終
わ
っ
て
い

て
、
も
っ
て
行
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

海
洋
埋
立
て
の

　
基
準
な
し

　
国
の
最
終
処
分
場
で
の
基

準
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル

／

㎏
は
、
陸
上
の
管
理
型
埋

め
立
て
の
場
合
で
、
海
洋
埋

め
立
て
の
基
準
は
、
ま
だ
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
尼
崎
で
焼
却

し
て
も
、
焼
却
灰
を
持
っ
て

い
く
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
尼
崎
で
受
け
入
れ
る
場
合

は
、
海
洋
埋
め
立
て
の
安
全

基
準
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
尼
崎
は
通
過
点

　
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、

尼
崎
が
、
近
畿
２
府
４
県
１

６
８
自
治
体
の
焼
却
灰
の
積

み
出
し
基
地
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
大
阪
湾
セ
ン
タ
ー
に
加
入

し
て
い
る
自
治
体
の
す
べ
て

の
焼
却
灰
が
来
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
尼
崎
を
通

過
し
、
大
阪
湾
セ
ン
タ
ー
に

中
間
貯
蔵
さ
れ
、
積
み
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
せ
っ

か
く
尼
崎
で
１
０
０
ベ
ク
レ

ル
以
下
に
す
る
努
力
を
し
て

も
、
他
の
自
治
体
の
８
０
０

０
や
２
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
と

い
っ
た
濃
度
の
高
い
焼
却
灰

が
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
苦
労
が
水
の
泡
で

す
。

　
昨
年
10

月
に
大
阪
湾
セ

ン
タ
ー
が
持
ち
込
み
灰
の
検

査
を
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
は

「
不
検
出
」
で
す
が
、
と
き
ど

き
、
ば
い
じ
ん
処
理
物
に
８

～
13

ベ
ク
レ
ル
程
度
が
菅

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

受入廃棄物中の放射性物質濃度の測定結果

大阪湾広域臨海環境整備センター

セシウム
134

セシウム
137

セシウム
134

セシウム
137

一般廃棄物 ばいじん処理物 10月21日 不検出 不検出 9.4 10

ばいじん処理物 不検出 不検出 9.8 9.4

焼却灰 不検出 不検出 10 8.2

一般廃棄物 ばいじん処理物 不検出 10 10 8.3

一般廃棄物 焼却灰 不検出 不検出 9.9 9.4

焼却灰 不検出 不検出 10 8.8

ばいじん処理物 不検出 13 10 9.1

ばいじん処理物 不検出 11 9.4 10

ばいじん処理物 不検出 不検出 7.4 10

焼却灰 不検出 不検出 6.3 6.8

ばいじん処理物 不検出 7.8 9.3 6.5

ばいじん処理物 不検出 9.2 9.0 7.9

ばいじん処理物 不検出 7.9 7.6 7.0

一般廃棄物

10月25日

一般廃棄物 10月24日

10月21日

一般廃棄物 10月27日

廃棄物の種類
測定日

測定結果（Bq/kg） 検出下限値（Bq/kg）

※不検出は検出下限値未満であったことを示し、検出下限値は試料の比重によっ
て異なる。

フェニックスの受入地域は、フェニックスの受入地域は、

近畿２府４県１６８市町村⇒近畿２府４県１６８市町村⇒

尼崎市平左衛門町の搬入基地尼崎市平左衛門町の搬入基地

神戸沖フェニックス埋立地神戸沖フェニックス埋立地

尼
崎
の
焼
却
灰
は
ど
こ
へ
？


